
 27

臨界 criticality 

 

[簡単に] 

  核分裂の連鎖的な反応が一定の割合で続いている状態 

 

[詳しく] 

原子力は、核分裂で熱を発生させて発電しています。原子炉では、核分裂を最初は少し

ずつ起こしますが、次第に繰り返し起こすようにしていきます。その連鎖反応を一定の割

合に保つことで、エネルギーを安定して出すようにします。この定常状態のことを臨界と

いいます。原子炉の通常運転中は、臨界状態にあります。 

 

[角度を変えて] 

原子力発電では臨界を維持して電気を生み出します。臨界を維持するために運転員が日

夜交代で原子炉を監視し操作をしています。しかし、このように制御された臨界ではなく、

予期しない場面で臨界が起きると危険な事故につながることがあります。原子炉の場合は、

そのような状況を防止する安全システムが備わっていますが、燃料製造工場ではそもそも

臨界にならないよう、一度に扱う燃料の量を制限する設備を造り管理手順を定めています。

1999 年、茨城県東海村にある燃料を作る会社（JCO）で臨界事故がありました。臨界となっ

た燃料タンクのそばにいた従業員 2 名の方々は、突然たくさんの放射線を一度に受け死亡

しています。この事故は、機器の故障や誤作動ではなく、一度に大量の燃料を処理するた

め、臨界防止の重要性に気づかないまま、作業手順を変更したこと等が原因で起きたもの

です。 

 

[誤解に注意] 

・Web アンケート調査によると、「臨界」は「限界」と同じという誤解が広がっており、爆

発寸前の状態だと思っている人が多い（47%）。 

・JCO 事故などの重大な事故を始め、大きく報道された臨界事故の印象が強いため、悪い

意味にとる人の方が、圧倒的に多い。 

・一般の人々へのインタビュー調査では、「臨界」の意味について、「やっちゃいけない、

そこまでいっちゃいけないもの」、「制御不能になって止まらなくなってしまう」、「臨終

という言葉が思い浮かぶ」などの発言があった。 

   

[わかりやすく伝えるポイント] 

・悪い意味に取る誤解が広がっており、危険と感じる度合いもかなり強いので、正しい意

味を説明する必要性が高い。 
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・原子炉出力が安定している状態という意味で理解している人は 3 割に満たない。説明を

付けずにそのまま使うと、まずは誤解されると思った方がよい。 

・核分裂のしくみを理解してもらっていれば、臨界の意味も説明しやすい。まずは、核分

裂（→見出し項目参照）の[簡単に][詳しく]の説明をしてから、臨界の説明に入ったほ

うが良い。 

 

[図解のポイント] 

 

上のような図を用いて、次のように説明するとわかりやすい。 

「核分裂は、中性子がウランなどにぶつかることがきっかけで引き起こされます。このと

き、1 個の中性子がウランの原子核にぶつかって核分裂を起こすと、原子核は二つに割れ、

中性子が 2～3 個出てきます。これらの中性子には、再びウランにぶつかって核分裂をして、

2～3 個の中性子を出すものもあれば、原子炉の中の別の物質に吸収されたり、原子炉から

逃げ出したりして、核分裂に使われないものもあります。核分裂に使われる中性子の数（上

の図では１個）と、核分裂の継続に必要な中性子の数（上の図では１個）が等しい状態が、

臨界です。」 
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[複合語] 

再臨界 → 未臨界状態から再び臨界になること 

JCO 事故や福島第一原子力発電所事故で報道されたことから、事故時の悪

い状態を指す意味で使われた。事故等で正規の手順や方法で制御が難しい

未臨界状態の原子燃料が、再び臨界になることを意味する。 

[わかりやすく伝えるポイント] 

核分裂をまず理解していただくことが前提である。 
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